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研究成果の概要（和文）：　日本人がインフルエンザウイルスに感染した際にの重症化率を計算し、本来ウイル
スに効果が無い抗生剤、抗インフルエンザ薬が重症化の予防に役立っているかを検討する目的で本研究を行っ
た。
　日本人インフルエンザ患者の1.0%が入院し、男性に呼吸器系合併症と熱性けいれんが多いことが示された。
0-5才児は肺炎リスクが高く、脳炎/脳症は、乳幼児で多いという訳ではなく、子どもでその合併率と年齢に関連
はみられなかった。

研究成果の概要（英文）：In Japan point-of-care tests are routinely used to diagnose influenza. We 
calculated the incidence of hospitalization in influenza-positive patients with acute respiratory 
failure, pneumonia, acute respiratory distress syndrome (ARDS), febrile seizures and 
encephalitis/encephalopathy. The percentage of hospitalizations by age was 2.96% of patients aged 
0-1 years; 0.77% aged 2-5; 0.51% aged 6-12; 0.78% aged 13-18; 1.36% aged 19-44; 1.19% aged 45-64; 
and 2.21% aged 65-74. The incidence of hospitalizations from these five complications combined was 
highest in patients aged 0-1 years (94.3 per 10000) compared with 30.7 in those aged 2-5 years and 
27.1 in those aged 65-74 years. For pneumonia, incidence was highest for patients aged 0-5 years and
 65 years or more. There were statistically significant decreasing trends over the years in the 
incidence of hospitalizations from pneumonia and febrile seizures. 
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１．研究開始当初の背景 

 この研究は、小児科医および内科医が知り

たい疑問である、「一般にこの疾患の発症率

は何％なのか？」「インフルエンザに罹患す

れば、この合併症を併発するのは何％か？」

といった数字を計算することを動機として

始まった。日本人の重症インフルエンザ合併

症の発症率と、日本人のインフルエンザ罹患

者中の重症化率とを推定し、それらの数字を

提供することを第一の目的としていた。その

数字を性・年齢階級別に計算し、小児科医と

内科医が参照し使い易い形で提供したいと

研究代表者は考えていた。インフルエンザ罹

患に伴う重大な合併症として、死亡・脳炎・

急性呼吸窮迫症候群（Acute Respiratory 

Distress Syndrome, ARDS）・肺炎による入

院を取り扱うこととしていた。 

 

２．研究の目的 

 本研究が目指したものは、(1) インフルエ

ンザウイルスに関連する死亡と入院の状況

を国ベースで調べ、(2) 毎年のインフルエン

ザウイルスの流行状況とその年のワクチン

の株と使用量、個人の抗インフルエンザ薬の

使用状況からそれらのインフルエンザウイ

ルス関連の死亡と入院への寄与を明らかに

し、さらに(3) 外来での予防的な抗生剤の使

用がインフルエンザウイルス感染症に関連

する入院を減らしているかを検討すること

であった。 

 

３．研究の方法 

 この研究は当初、日本医療データセンター

（ Japan Medical Data Center、以下、

JMDC）の診療報酬明細書（以下、レセプト）

データを分析することとしていた。 

 しかし、厚生労働省に申請すれば、JMDC

の保有する大きな企業群の社会保険保険者

のレセプトというバイアスのかかったデー

タではなく、国民健康保険により社会保障を

受けている人を含めた、日本人全体のインフ

ルエンザ罹患についてのエビデンスを発信

することができると考えたため、そのデータ

を利用することに一度方針を切り替え、申請

作業を進めた。しかし、申請してから当該委

員会で承認され、且つデータの抽出を待つた

めには１年以上の時間を要することが判明

し、再び JMDC の保有するデータにより研

究することに切り替えた。その後、JMDCと

契約する為の手続きに時間を費やし、研究開

始が当初の予定に比べて大幅に遅れた。 

 レセプトデータでは死亡を正確に把握す

ることが難しいことが判明した為、アウトカ

ムを(1) 急性呼吸困難、(2) 肺炎、(3) ARDS、

(4) 熱性けいれん、(5) 脳炎/脳症に変更し、

解析を一連の解析を行うこととした。 

 研究期間の３年目に(1)の研究結果が出揃

い、学会発表を行い、現在その研究論文原稿

を英文誌に投稿し、審査を受けているところ

である。(2)、(3)もこの研究計画の中で重要な

テーマであると考えているため、分析結果を

論文として公表し、広く臨床医の先生方に結

果を使って貰いたいと考えている。 

 

４．研究成果 

 (a) JMDCの社会保険者レセプトデータを

用い、2012年 1月から 2016年 12月までの

インフルエンザ迅速診断キット（Point of 

Care Test, POCT）を使用して且つ、レセプ

トにインフルエンザ感染症の診断名が有る

者について、性、年齢階級、西暦年別に 5つ

のアウトカムによる重症化率を計算し、第 28

回日本疫学会学術総会、第 121回日本小児科

学会学術集会で報告した。その内容は、以下

の通りである。この内容は、英文誌に投稿し、

現在審査中である。(b) インフルエンザ罹患

時の合併症の予防を期待した抗生剤投与、(c) 

抗インフルエンザ薬投与による入院の予防

効果の分析結果ついても、遅れているものの

順次報告したいと考えている。 
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